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戸別収集・有料化説明会 

 

● 市のごみ処理体制の考え方 

 

● 意見公募の結果 

 

● 有料化の具体的な内容 

平成２６年２月１日（土）～２月４日（火） 
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市のごみ処理体制の考え方 

 

● ごみ処理の課題 

 

● 自区外処理 

 

● 戸別収集・有料化の今後の進め方 
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ごみ処理の課題 

ゼロ・ウェイストかまくらの実現 

・天然資源の枯渇 

３Ｒ（発生抑制・再使用・再生利用）の推進 

◎循環型社会の構築 

・地球温暖化 

・自然破壊 

環境問題 
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平成２７年度末までに 
３万トン以下のごみ焼却量の実現 

さまざまなごみ減量・資源化の取り組み 

◎ごみ焼却量の削減 

・平成２７年３月 今泉クリーンセンター焼却停止 

・名越クリーンセンターでは３万トン以下の焼却量 
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将来の安定したごみ処理体制 

名越クリーンセンターは約１０年間の延命化 

新焼却施設基本計画を策定中 
（用地選定を含む） 

 

◎新たな焼却施設の建設 

燃やすごみ 

約21億円 

燃えないごみ 

約1億円 

飲食用カン・ビン 

約2億円 植木剪定材 

約2億円 

紙類・布類 

約3億3千万円 

ペットボトル 

約1億円 
容器包装ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 

約1億7千万円 
 

  総 額   約３２億円 
・ごみに係るコスト  
          約 ２２億円 
・資源物（ﾏﾃﾘｱﾙ）に係るコスト 
          約 1０億円 

◎ごみの収集・処理に係る概算コスト（平成２３年度） 
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◎各市とのコスト比較 
  人口一人当たりごみの処理費（平成２３年度） 

（県平均）
11,512 

（単位：円） 

※ 平成２３年度 神奈川県一般廃棄物処理事業の概要 
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◎各市とのごみ排出量比較 
  １人１日当たりの家庭ごみ（平成２３年度） 

（単位： 
グラム/人日） 

※ 平成２３年度 一般廃棄物処理実態調査 
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燃やすごみ 

75% 

紙類 

10% 

プラスチック類 

7% 

布類・その他 

8% 

資源物 
 ２５％ 
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◎燃やすごみの中の資源物の混入割合 

※平成23年度家庭系ごみ質組成調査 

◎ごみ焼却量の推移 

（単位：トン） 
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40,173 40,389 39,100 
37,891 (36,156) 

推計 

ごみ処理基本計画（中間見直し）  
平成２２年度と平成２５年度との比較 
 ■ 事業系ごみ △２,３６２トン（△約１７％） 
 ■ 家庭系ごみ △１,８７１トン（△約７％） 
    ⇒事業系ごみの分別徹底、資源化品目の拡大などによる 
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平成２３年度からのさまざまなごみ減量・資源化の取り組み 

◎ごみ焼却量削減に向けて 

平成２５年度末：約３６,２００トン（推計） 

・家庭系ごみの戸別収集・有料化     ３,５００ トン 
・事業系ごみ処理手数料の改定       ５００ トン 
・事業系ごみの分別の徹底         １,０００ トン 
・その他の取り組み              １,５００ トン 

自区外処理 

出来る限りの 
ごみ減量 

（環境負荷の軽減） 
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受け入れ先の 
住民感情 
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戸別収集・有料化の今後の進め方 

●ごみ減量のためには戸別収集・有料化は必要な施策 

平成２５年１２月市議会へ改正条例案及び補正予算案の上程 

平成２６年７月 家庭系ごみの戸別収集・有料化 
          事業系ごみ処理手数料の改定           

説明会開催・市民意見公募を実施 
     ・戸別収集を中心にさまざまな意見が寄せられる。 
     ・有料化については、一定の評価を得る。 
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・有料化を先行し、事業系ごみ処理手数料の改定とと
もに、平成２６年１０月の実施を目指す。 

平成２５年１２月市議会への上程を見送る。 
平成２６年７月の戸別収集・有料化の実施を見送る。 

・２月議会に改正条例案・予算案を上程 

・戸別収集は先送りとし、意見の内容を検証し市民の
理解を得ていく。 
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「廃棄物の減量化、資源化及び処理に関する条例」の

一部改正について 意見公募の結果 
 期間  平成２５年９月２７日（金）～１０月３１日（木） 

 応募件数 １４１件 （無効３件、期間外４件は含まず） 

 
戸別収集・有料化について 

 

戸別 
収集 

有料化 

戸別収集・有料化 
   について 

その他 

戸別収集 

有料化 

賛成 

反対 
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賛成  反対 

有料化について 

【賛成】 
 
・有料化については、ごみの減量 
 効果がある 
 
・負担の公平性が確保できる 
 
・ごみ減量の意識が高まる 
 
・財政難の折、やむを得ないが、 
 将来の施策のために有効に活 
 用すべき 

 
 

【反対】 
 
・ごみの減量効果に対する疑問 
 
・有料化に伴う不法投棄・不適切 
 排出への懸念 
 
・市民の負担増になる 
 
・対象品目が不適切 
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戸別収集について 

【賛成】 
 

・排出者責任が明確になり、 
 分別の徹底が図れる 
 
・クリーンステーションの維持 
 管理の負担が軽減される 
 
・高齢者等のごみ出しの負担 
 軽減になる 
 
・景観が良くなる 
 

 
 
 
 

【反対】 
 

・戸別収集に多額の経費がかかること 
 
・管理に問題がなくコミュニティーの面 
 から、クリーンステーション収集の継 
 続を希望 
 
・狭隘な地区での収集体制への懸念 
 
・戸別収集に伴う、防犯の問題、コミュ 
 ニティーの確保、プライバシーの問題 
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有料化の具体的な内容 

家庭系ごみの有料化 
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・平成１７年５月 環境省 

「廃棄物の減量その他適正な処理に関する施策の総合的かつ計画的な推進を
図るための基本方針」の一部改正 
⇒発生抑制や再生利用の推進 
⇒負担の公平化 
⇒住民の意識改革 

  
 
・平成２４年度末現在  
 全国の自治体６２．２％で実施（１,０８３／１，７４２） 
 神奈川県内 藤沢市、大和市、逗子市（検討中） 

国等の動向 

家庭系ごみの有料化を推進 
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対象品目 

 

・燃やすごみ 
 
・燃えないごみ 
≪対象とする理由≫ 

 ⇒循環型社会の構築には、ごみの発生抑制、再使用を図ることが
重要   
 
 ⇒燃えないごみに含まれる可燃物は焼却処分 
 
 ⇒資源物の分別を徹底していく 
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料金設定 

 

・２円／Ｌの設定 
 
⇒リバウンドがなく、減量効果が高い金額設定（環境省） 
 
⇒市民負担が過度にならない・・・１世帯当 ５００円/月前後 
 
⇒近隣市との均衡  藤沢市  ２円/Ｌ 
              大和市  １．６円/Ｌ(当初２円/Ｌ） 
                                         逗子市   ２円/Ｌ（検討中） 
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削減効果 

・戸別収集と有料化と合わせて３，５００ｔの減量 
（家庭系ごみの１４％） 
 ◇有料化による削減効果 

 
 
 
 
・都市の状況やごみの排出量に差があり、ごみの削減量に幅がある 
 ⇒一定期間有料化による減量効果の検証が必要 
 
・分別案内を刷新し周知の徹底 
 
・指導員等のパトロールや分別改善指導 
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減免措置 

 ・乳幼児や介護に用いる紙おむつ 
 
 
 ・道路等公共施設の清掃ごみ 

免除品目 
 
・生活保護受給者世帯 
 
・児童扶養手当受給者世帯 
 
・特別児童扶養手当受給者世帯 
 
・ひとり親家庭等医療費助成受給者世帯 
 

減免世帯 
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有料化処理手数料の使途 

手数料収入 有料化に係る経費 
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・将来のごみ行政に寄与す
る活用 

・新焼却施設建設費として
「一般廃棄物処理施設基
金」への繰り入れ 

― ＝ 

 
・パトロール体制の強化 
・アパート専用集積所の設置や集積所の分割 

不法投棄・不適切排出 

 

   平成２６年１０月 実施予定 

実施の時期 
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事業系ごみの処理手数料改定 

改定金額 現行１３円／ｋｇ  ⇒ ２１円／ｋｇに改定 

実施時期 平成２６年１０月実施予定 
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戸別収集の今後について 

以上を踏まえ、市民の理解を得ていく 

１ 収集コスト削減策のさらなる検討 
 
２ 有料化実施後のデータ蓄積及び検証 
 ・ ごみの削減量及び組成率の変化 
 ・ 不適切排出の状況 
 ・ クリーンステーション周辺環境の変化 
 
３ 戸別収集モデル実施地区の実態の確認 


